
高山植物の生態および保護に関する調査研究

Ⅰ．　木曾駒ケ岳千疊敷カールを中心とした地域における

　　高山植物の種と分布について

　　　佐野泰
信州大学農学都　疏菜・花卉園芸学研究室

　　　氏原暉男
　信州大学農学部　作物。育種学研究室

　　　高橋成直
　　信州大学農学部　森林化学研究室

は　じ　め　に

　近年，自然に認する関心が高まり，これにともなっていわゆる観光開発が盛んに行なわれ

ている。開発事業にともなう種肥の入的干渉により古来の自然景観の変ぼうにもいちじるし

いものがある。高山においても，高山植物に対する人的干渉が大きな問題となっており，い

ろいろな保護政策がとられている。

　自然保護に関する塾本的な考え方は，立場によって種種の見解があるが，単なる保護政策

によるのみではなく，人聞と自然の関係を一つの生態系としてはあくしながら，広義の保全

の概念に立脚した保護施策をたてる必要があろう。いつれにしても自然保護の施策は広い立

場からそれぞれの分野における実態の調査，はあくにもとずいたものでなければならない。

このような観点から，著者らは1968年以来，中央アルプス木曽駒ケ岳の干畳敷カールを中心

に高山植物の実態のはあくならびに保護に関する調査，研究を開始した。

　千畳敷カール附近は以前か

ら，いわゆるお花畑を中心と

した：景観が勝れていることで

有名であり，また宝剣岳から

極楽平にかけてはヒメウスユ

キソウやハハコヨモギなど植

物学上貴重な種類が分布する

ことが知られ、ている。1967年

に登iLl道路およびμ一プウエ

イが架設され，以来多数の人

人が容易におとずれることが

出来るようになった。こσ）よ

うな事清を考慮して，高lj」殖　　　　図　1　宝剣岳と千畳敷カール上部（玉968年7月26日撮影）

昭和46年5月27日受付
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物の生態を明確にすると同時に，人為的干渉による植生の変化を，客観的にとらえてゆくた

めの現状調査を行ないつつある。今回は千畳敷カールを中心とした高山植物の種と，その地

域内での分布についての調査結果を報告する。種の確認は植物分類学の立場からも重要であ

るが，標本採集上の制約などから必らずしも完全な調査は出来ない現状であり，ここではむ

しろ生態的調査め前提としての種の確認を行なうとどもに，保護および利用的な立場を考慮：

して論じた。もちろん種の確認，分布の調査に当っては，出来る限り正確を期した。

調　査　方　法

　調査は1968年から1970年までの3か年にわたって行なった。各年とも6月の融雪期から11

月の新雪期までの間に数回にわたってくり返し現地で種の確認を行なった。なお標本の採集

は行なわなかった。種の認定は主として北村四郎ら：原色日本植物図鑑上，中，下，および

大井次三郎：日本植物誌に串つた。対象植物は種子植物とし，羊歯植物などは今回の対象か

ら除いた。調査対象地域は千畳敷カール，宝剣岳，極楽平，．伊那前岳を中心とし（二一1），

この地域を主として地勢，植生などの類似性により14に区分し，それぞれの区域内にみられ

る全植物を記載した。この区分は図一2に示すξおりである。なおこの地域以外の三岳，山

岳，三ノ沢，馬の背，将棋頭山，濃ケ．池，駒飼池附近についても概略の調査を行なった。

調　査　結　果

　千畳敷カール，宝剣岳，極楽平および伊那前岳を含む今回の調査地域で認められた種子植

物は，35科124種であった。その内容は附表一11に示すとおりである。さらにこれら地域内

での分布を示したのが二一1である。この区域のわけ方は，地形，標高，植生などによった

ものであるが必ずしも厳密な根拠によるものではなく任意的なものが含まれている。高山植

物保護の立場からすれば，ある地域に存在する高山植物の量の増滅が問題となり，これを適

確につかむ必要がある。その点，本調査は方法的に必ずしも十分であるとはいえないが，こ

のような地域で．量的に適確な表現をすることは困難であるので，ここでは区域内の存否のみ

を示したρ、しかしこのような方法でも，おおよその植生の変遷をつかむことはできる。なお，

この調査と並行して植生の変遷を量的に知るために数個所の固定調査区を設定して調査を行

なっているので，将来はこれらを総合的にまとめ，より正確を期したい。

　本調査の結果によると，調査12区（第7区および第11区：は未調査のため除く）全域にわた

って出現したのはイワカガミ1種のみであった。また11区域に出現したものはミヤマキンバ

イ，コメススキ，ハイマツの3種であり，10区域に出現したものはウサギギク，ミヤマアキ

ノキリソソゥ，アオノツガザクラ，ウラジロナ．ナカマド，ミヤマハソノキの5種で，これら

10区域以上に出現した種の合計は9種で，全124種ri・1のマ．3％にあたる。つぎに9～7区域に

出現した種は3｝種，25．0％，．6～4区域に出現した種ほ31種，25．0％で，3～1区域に出現

した種は53種，42．7％であった。このうち1区域のみに出』現した種は17種，．13．7％である。

　調査地域は大きくみると，極楽平から宝剣岳，伊那前岳へと続く乳線の乾性疎生高山草原

地域と千畳敷カールを申心とした湿性高山草原地域の2つにわけられ，後者にはさらに亜高
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表一1　木曽駒ケ岳高山植物分布表

宝剣岳，千畳敷カール，極楽平を中心として

　　　　　1968－1970年言周査
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ハハコヨモギ

タカネヨモギ

ミヤマコウゾリナ

タカネニガナ

ヒメウスユキソウ

クロトウヒレン

ミヤマアキノキリンソウ

キキョウ科
チシマギキョウ

スイカズラ科

オオヒョウタンボク

ゴマノハゲサ科

ミヤマシオガマ

ヨツバシオガマ

エソシオガマ

シナノヒメクワガタ

シ　ソ　科
ミソガワソウ

リンドウ科

トウヤクリンドウ

オヤマリンドウ

ミヤマリンドウ

サクラソウ科

ツマトリソウ
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イ　ワ　ヒ　ゲ
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バクサンシャクナゲ
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オオバスノキ
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※　未調査

山低木帯が入り込んでいる。このことは表一1の結果にも現われている。すなわち，2～6

区域に出現する種についてその分布をみると，陵線地域にあたる第1，第2，第3，第4お

よび境界にあたる第5，第6区にのみ出現するものは20種，カール地域にあたる第8，第9，

第10，第12，第13，第14区および境界にあたる第5，第6区（第5区と第6区はさきと重複）

にのみ出現するものは40種で，この両者にわたって出現する種はわずか7種である。このこ

とは陵線地域に出現する糧とカール地域に出現する種とは，広範に現われる種は別として，

かなり明確に異なることを示している。

　つぎに各区域の特徴を記すると，まず第1区は木曽側にゆるく，伊那側に急な尾根で，ハ

イマツの間に疎生草原がみられる。冬季は木曽側からの風が強く，積雪が浅いためかハイマ

ツの丈も低い。とくに伊那側からの道が陵線に出る附近はハイマツが少ないが，これはこの

附近で尾根がやや低くなっていて，冬季風の通路にあたるためとくに積雪が少なく，ハイマ

ツが発達しないのではないかと考えられる。しかしこの附近には貴重な種がみられる。すな
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わち，木曽駒ケ岳の特産種とされているヒメウスユキソウを始め，ハハコヨモギ，チョウノ

スケソウなどがかなりの量生育している。この数量的調査は溺に行なっている。このほか，

イワウメ，コバノクロマメノキ，ウラシマツツジ，チシマギキョウ，トウヤクリンドウ，タ

カネスミレ，ミヤマキンバイ，イワツメクサ，タカネツメクサなどが散生している。第；2区

は標高2933mの宝剣岳を中心とした岩陵であるが種の数は49種でそれほど少なくない。しか

しハハコヨモギは第1区と接する附近にわずかにみられるだけであり，チ。ウノスケソウは

みられない。第3区から第4区にかけては種の数が少なく景観的にさびしい。とくに第3区

は区域も狭いが16種と非常に少ない。ここはあん部になっていて古くから山小屋があり，人

の多く集まるところであるが，このことが種の数の少ないことと関係しているかどうかはわ

からない。第3区で目につくのはトウヤクサソドウである。第5区は尾根の風下にあたり，

山鳥で種の数も多い。上部ではチシマギキョウ，キバナシャクナゲ，ツガザクラ，アオノツ

ガザクラ，コケモモ，ガンコウラン，イワツメクサなどが目立ち，タテヤマキンバイもみら

れる。ミヤ’マダイコンソウは．ヒ部から第8区との．境界附近までみられ，ウサギギク，クロユ

リなどもみられる。第6区はカール上部の狭くなった急斜面で中央を登山道が通じている。

近年登山道の幅が広がり，雨水などによる土砂の流出などもみられるが，種類は豊富である。

ことに上部では第1区，第2区にみられるヒメウスユキソウを始め，タカネスミレ，イワベ

ンケイ，チシマアマナ，ミヤマダイコンソウなど陵線の植物がかなり分布するのが注目され

る。またシナノキンバイ，ミヤマキンポウゲ，バクサンイチゲの群落は，この地域内で最も

美しいものの一つである。このほかクロユリ，クルマユリ，バクサソチドリ，ホソバトリカ

ブト，グンナイフウロ，ミソガワソウなどがよく目につく。また，タテヤマキンバイ，ミヤ

マハタザオもわずかにみられた。第8区はハイマツ，ミヤマハンノキなどからなる低木帯で，

亜高山帯の要素がみられる。この区域が第5区と接するところにミヤマダイコンソウがみら

れた。またクロユリの群落もみられる。第9区はダケカンバを中心とした灌木帯で，ここに

はサンカヨウ，エンレイソウ，ヤマトユキザサ，タケシマラン，三日バタケシマランなど亜

高山的要素が多い。しかし，このようなところによくみられるキヌガサソウは認められな

かった。またこの区域から第12区にかけて，コバイケイソウやバイケイソウが多い。第10回

目カールの中部にあたるが土砂の移動が多く，踏跡も多いので種類，個体数ともに乏しい。

このようなところでは，アオノツガザクラ量タカネヨモギ，ミヤマセンキュウ，バクサンボ

ウフウ，オンタデなどが多く，花の美しい種類が少ない。第12区はカール底部の平坦な地域

で，この千畳敷カールー帯の中心ともいえるところである。第9区よりも標高は低いが，湿

性の高山草原がよく発達している。これは地形的に残雪が多く，水湿に富むためと思われる。

草原の主な種類はイワカガミ，キバナノコマノツメ，ムカゴトラノオ，モミジカラマツ，チ

ングルマなどで，目立たないが多くみられるものにミツバオウレン，ミヤマリンドウなどが

ある。コバイケイソウも多く，クロユリもかなりの個体数があるが，開花個体は多くない。な

お，このあたりのクロユリは丈が低い。また早い時期（7月上旬）にはシ。ウジョウバカマ

が，おそい時期（8月下旬～9月上旬）にはウメバチソウが多数開花する。「広場」の水流

の近くで，第13区と接するところにはやマガラシの群落がみられる。第13区はロープウエイ

の駅舎，山荘を含むやや高いところがら，第12区の下までであるが，低木一帯で，ハイマツ，

バクサンシャクナゲ，ミネザクラ，ミヤマホツツジ，タカネナナカマド，ウラジロナナカマ
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ド，オオシラビソなどがみられる。これらの下にはゴゼンタチバナ，ツ’マトリソウ，マイヅ

ルソウなどがみられ，早い時期にはヒメイチゲの花が咲く。さらに下の方にはニッコウキス

ゲ，オヤマリンドウ，エゾシオガマなどがみられる。前述のヤマガラシも第12区に接して群

落をなしている。ここで注目すべきと思われるものにスズメノカタビラがある。池の近く，

第12区に接するところに少しみられた。これは元来ここにあったのか，または駅に近く，人

の多いところであるので近年低いところがら持込まれたのか明らかでないが，今後の変化に

注意したい。第14区は亜高山帯で調査不十分の点があるが，一部でトウヤクリンドウが認め

られた。また今回の調査では確認できなかったが，1965年にチシマギキョウも確認している。

このほか，クロユリ，クルマユリ，バクサンチドリ，ウサギギク，ニッコウキスゲなどがみ

られる。

　上記14区域以外の中岳，本岳，馬の背，将棋頭山，濃ケ池，駒飼池，三の沢附近の植物に

ついても概略の調査を行なったが，この中で前記14区域にみられなかった種類をあげると，

本岳附近のミヤマコウボウ，中岳と本岳の間にみられるオヤマノユソドウ，濃ケ池附近のバ

クサソフウロ，ミヤマアケボノソウ，即言池附近のコマガタケスグリなどがある。

　つぎに景観上，分布上あるいは生態学上注目すべき種についてその分布状況を・述べる。ま

ずヒメウスユキソウは木曽駒ケ岳の特産種とされ，他にみられない貴重な種類であるが，極

楽平には比較的多くみられ，宝剣岳から中・岳，本岳，千畳敷カール上部にもみられる。繁殖

力も弱くはないとみられるので現時点では急に減少するというような心配はないと思われる。

ハハコヨ．モギも木曽駒ケ岳のほか南アルプスの一部にのみ知られている種類であるが，ここ

ではヒメウスユキソウより分布が狭く，第1区および第2区の第1区に接する附近のみにみ

られた。しかし種子の発芽力は強く，個体数もそれほど少なくない。チシマギキ。ウは第1

区，第2区，第3区，第4区，第5区，第6区にみられることは前述のとおりであるが，実

生も多く，第1区，第2区，第5区では個体数も少なくない。オオヒ。ウタンボクは低木層

の中で普通みられる。ミヤマシオガマ，ヨヅバシオガマは各所に散在するが個体数はそれほ

ど多くなく群生することもない。エゾシオガマは少ない。トウヤクリンドウもチシマギキョ

ウと似た分布をしており，かなりの個体数がみられ，とくに第3区に多い。また亜高山帯と

みられる第14区の一か所に少数みられたのは注目される。オヤマリンドウは個体数が少ない。

ミヤマリンドウは小型で目立たないが，それほど少なくない。イワヒゲは第2区ではかなり

みられるが，第1区には少ない。これに対してジムカデは少なく，一部にみられるにすぎな

い。ミネズオウ，ツガザクラ，アオノツガザクラ，コケモモは各所にみられ，とくにアオノ

ツガザクラは多い。キバナシャクナゲとバクサンシャクナゲはともに多くみられるが，第2

区の一部でヤエキバナシャクナゲもみられた。イワウメは第1区に多く，第5区，第6区で

は少ない。イワカガミは全区域に分布し，その量も多い。とくに第12区では草原の中心的な

種類であるが，第1区にはほとんどみられず，ハイマツのかげにわずかにみられる程度であ

る。キバナノコマノツメはイワカガミとともに多くみられるが，タカネスミレは多くなく，

第1区にみられるが，第5区，第6区では上部にわずかみられる程度である。ガンコウラン

はツガザクラなどとともにみられる。コミヤマ低目バミは第5区で1個体発見したのみであ

った。グンナイフウロは第6区から第10区にかけてかなりみられるが，その他では散見され

る程度である。チ。ウノスケソウは全国的にも分布の比較的狭い種類であるが，今回の調査
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では第1区の南部にみられ，量的にもあまり多くない。早早も少なく，結実も少ない。保存

上注意すべき種と思われる。なお中起の一部にも分布するという記録がみられるが，今回の

調査では発見できなかった。チングルマはイワカガミとともに各所にみられるが，第1区で

は第2区との境界附近に一部みられただけである。ミヤマキンバイも全域的にみられるが，

極楽平のものと，カール内のものとで多少の形態的な差がみられた。タテヤマキンバイは第

1区の第5区に接する附近から第5区にかけて少しみられたが，第6区ではきわめて少なか

った。ウラジロナナカマドとタカネナナカマドはほぼ全域的にみられた。アラシグサは第12

区で1個体発見した。ウメバチソウはカール内に多数みられ，8月もおそくなって開花する。

ミヤマハタザオは第6区でごく少数みられた。ヤマガラシは第12区と第13区の接する「広

場」附近のみにみられたが，群生して個体数は多く，高山植物ではあるが，水馬のある下地

に生え雑草のような感じを受けてあまり好ましいものではない。近年多少増加しているよう

に見受けられるが，正確に調査する必要がある。サンカヨウは亜高山帯の第14区のほか，第

9区の低木の下に少しみられた。ホソバトリカブトは多くはないが随所にみられた。とくに

第6区に多い。ヒメイチゲは第！3区のハイマツの下などでみられるが，融雪期に早く開花し，

小さいので他の区域で見落しがあるかも知れないおハクサンイチゲは随所にみられ，とくに

第；6区ではほぼ全域でシナノキンバイ，ミヤマキンポウゲとともに群落をつくり，カール内

で最も美しい部分の一つとなっていることは前述のとおりである。しかし土砂くずれなども

あり，近年次第に生彩がなくなってきたように感じられる。これについての客観的調査が必

要である。モミジカラマツは随所に多数みられる。ムカゴトラノオも随所にみられ，とくに

第12区では，イワカガミやチングルマなどとともに草原の主要な種類である。バクサンチド

リは第6区と第13区でわずかにみられた。クロユリはかなり多い。しかしどの区域でも開花

個体数は少なく，1枚葉のものが多い。クPユリについてはその生態を調べる必要がある。

ニッコウキスゲは第13区下部に少しと，第14区の一部に群落がみられた。クルマユリは第6

区から第9区および第10区の上部にかけてかなりの個体が目につく。しかし第12区，第13区，

第14区ではわずかにみられるのみである。チシマアマナは開花期が早く，目につきにくいが

第1区にごく少数と第2区および第6区上部に少しみられる。エンレイソウはサンカヨウと

ともに第9区の低木の下に少しみられる。コバイケイソウは丈が高く，よく目立ち随所にみ

られるが，第9区および第12区以外はそれほど多くない。コバイケイソウの開花は年によっ

て変化するといわれているが，千畳敷カールで近年観察したところによると，1965年，1967

年（1966年は観察していない）には多数の個体が開花しているが，その後1968年，1969年，

1970年の3年間は開花個体が非常に少ない。これが自然の状態であるのかどうか，今後観察

を続ける必要がある。バイケイソウはコバイケイソウとともにみられるが個体数は少ない。

ミヤマイは第13区の流水地域に少数みられた。カヤツリグサ科については，現地での種の判

定が困難なため，多少の誤認があるかも知れない。イネ科植物ではコメススキが随所にみら

れ，ミヤマアワガエリはカール内で散見された。しかしイワノガリヤス，ヒデノガリヤス，

バクサンイチゴツナギなどは第6区下部，第8区，第9区，第10区などに群生し，とくに第

13区下部では大きな群落をなしている。これらは高山草原の景観上あまりよいものではない

が，これらが環境の変化によって増加する傾向にあるのかどうか，前述のスズメノカタビラ

とともに今後の動向を注目したい。オオシラビソは第8区下部および第13区で丈の低いもの
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がみられた。ハイマツは第14区を除く全域でみられた。

　つぎにオヤマノエンドウは中岳と本岳の間にみられるが，個体数はあ窪り多くないので，

十分注意する必要がある。バクサンフウロは調査14区域内では全くみられなかったがそれ以

外のところで少数みられた。イワギキ。ウも全くみられなかったが極楽平より南に存在する

ようである。ミヤマアケボノソウは古く濃ケ池附近で発見された記録があるが，現在では濃

ケ池より少し離れたところにごく少数みられるのみである。同様に古い記録にあるバクセン

ナズナは今回の調査では発見できなかった。高山植物の中でとくに有名なコマクサは奥山に

よると，1880年，矢田部ら採集，信州駒ケ岳産の標本が帝大標品目録にあり，日本で最も古

いと記している。ここにいう信州駒ケ岳は木曽駒ケ岳のことである。しかし一方で分布の南

限は木曽駒ケ岳より北の甲斐駒であるとしている。極楽平から将棋頭山にかけての今回の調

査ではコマクサはみられなかったし，地元でもコマクサはないということであった。ただし

将棋頭山附近で2個所，春日敏氏がかつて1960年ごろ，八ケ獄より移植したものが現在繁殖

し生育をつづけていることを附記しておく。

　木曽駒ケ岳千畳敷周辺の高山植物は，種の数としては必ずしも多いとはいえないが，ヒメ

ウスユキソウやハハコヨモギなど，特産種やこれに近い貴重な種類が多い。また千畳敷カー

ルー帯のいわゆるお花畑は景観的に利用価値が高い。近年交通の便がよくなって多くの人人

がこれらに容易に接することができるようになったが，このために貴重な植物が影響を受け，

植生が著しく変化することのないように注意しなければならない。高山植物の保護はいろい

ろな角度から行なわれるであろうが，その基礎はやはり高山植物の生態におかれなければな

らない。今回の調査はこうした立場から，まずこの地域の植生の実態を明らかにするために

現存種の確認を行なったものである。現在植生がどのような影響を受けているかについては

さらに定量的，継続的調査が必要であるが，ここに示した種の目録およびその分布の概要は，

巨視的にこの地域の植生の変化をみる場合には十分その役割をはたすものと考える。

　本調査を行なうに当って終始協力いただいた研究室の専攻生諸氏，ならびに資料等を提供

していただいた長野営林局，駒ケ根営林署および中央アルプス観光株式会社に対しここに謝

意を表する。なお，本研究は昭和44年度文部省科学研究費によって行なったものである。

摘 要

　高山植物の生態および保護に関する研究のため，木曽駒ケ岳千畳敷カールを中心とする地

域を選び，この地域の種ならびにその分布について調査を行なった。

　調査は1968年春ら1970年までの3年間にわたって行ない，調査地域内を14区域にわけ，各

区域内にみられるすべての種子植物の種を記録した。

　この調査の結果，宝剣岳，千畳敷カール，極楽平を含む調査地域で種子植物35科124箇所

確認し，その分布の概略をはあくした。
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                     '
                 The Ecological Studies of Alpine Plants

                  I. Distribution of Alpine Species in the
                      Senjyojiki-cirque, Mt. Kisokoma

                             By Yasushi SANO

         Laboratory of Olerjculture and Florlculture, Fac. Agric. , Shjnshu Univ.

                              Akio UJIHARA
                   '
       Laboratory of Crop Science and PIant Breeding, Fac. Agric., Shinshu Univ.

                         and Shigenao TAKAHASHI

             Laboratory of Forest Chemistry, Fac. Agric,, Shinshu Univ.

                                Summary

   The alpine plants and vegetation serve as an important role in the alpine

landscape, and they must be preserved from destruction of human intervention.

The Seniyojiki-cirque is one of the most suitable alpine vegetation in the Mt.

Kisokoma. Recently, many people visit here, because of the ropeway opened, and

when visitors increase, more care about preservation of alpine plant is necessary.

Preservation should be based on the ecological aspects such as development of

vegetation. Since 1968, we are studying on the influence of development in alpine

for alpine plants and on the method of preservation of them at these regions.

In this report, the species and their distribution in the Senjyojiki-cirque were

described. The amount of species confirmed in this time were 124 over 35 families.

Joui-. Fac. Agric. , Shinshu Univ, Vol. 7 No, 2 Jun. 1971
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附表　1．

　　　　　キ　　ク

ヤマハハコ

ウサギギク

ハハコヨモギ

タカネヨモギ

ミヤマコウゾリナ

タカ不ニガナ

ビメウス；Lキソウ

クμトウヒレン

斗羊

　　ミヤマアキノキリンソウ

　　　　　　　キキョウ科

　チシマ厄月ョウ

　　　　　　　スイカズラ科

　；ホオヒョウタンボク

　　　　　　　ゴマノバグサ科

　　ミヤマシオガマ

　　　　　　　　ヨツバシオガマ

　エゾシオガマ

　シナノヒメクワガタ

　　　　　　　シ　　ソ　科

　　ミソガワソゥ

　　　　　　　リンドウ科

　　トウヤクリンドウ

　オヤマリンド【ン

　　ミヤーマリンドウ

※ミヤマアケボノソウ

　　　　　　　サクラソウ科

　ツマトリソウ

　　　　　　　ツツジ科

　ウラシマツツジ

　イ　ワ　ヒ　ゲ

　シラタマノキ

　シ　ム　カ　ァ

　　ミ不ズオウ

　アオノツガザクラ

　ツガザクラ
　キバナシャクナゲ

　バクサソシャクナゲ

　　ミヤマホツツジ

　クロウスゴ
　オオパスノキ

信州大学農学部紀要　第7巻第2号（1971）

木曽駒ケ岳高山植物（種子植物）目録

宝剣岳，千畳敷カール，極楽平を中心として

　　　　　　　　　1968－1970年調査

　COMPOSITAE
Anaphalis　margaritacea（L．）BENTH．　et　HooK．

Arnica　unalaschensis　LEss．　var，　Tschonoskyi（ILJIN＞K正TAM．　et

HARA
Artemisia　glomerata　LEDEB．

Artemisia　sinanellsis　YABE

Hieracium　laponicum　FR．　et　SAv．

Ixeris　dentata　NAKAI　subsp．　alpicola（TAKEDA）KITAM，

LeontQpodium　shinanense　KITAM．

Saussurea　nikoensis　FRANcH．　et　SAvAT．　var．　sessiliflora（K：oIDz．）

KITAM．

Solidago　virgaurea　L．　subsp．1eiocarpa（BENTH．）HuLT。

　CAMPANU正ACEAE
Campanula　dasyantha　MARsH．　v．　BIEB．

　CAPRIFOLIACEAE
Lonicera　TschonGskii　MAx工M．

　SC魏OPHUI」ARIACBAE
Pedicularis　apodochila　MAxlM．

Pedicularis　Chamissonis　STEvEN　var，　japonica（MIQ．）MAxIM．

Pedicularis　yezoensis　MAxIM．

Veronica　nipPonica　MAKINo　var．　shinano・alpina　HARA

　LABIATAE
Nepeta　subsessilis　MAxlM，

　GENTIANACEAE
Gentiana　algida　PALL．

Gelltiana　Makinoi　KusNEzow

Gentiana　nipPollica　MAxIM．

Swertia　perennis　L．　var，　cuspidata　MAxlM．

　PRIMULACEAE
Trientalis　europaea　L．

　ERICACEAE
Arctous　alpillu．m（L．）NIEDENzu　var．　japonicus（NAI（AI）OHw正

Cassiope　lycopodioides（PALLAs）D．　DoN

Gaultheria　miqueliana　TAKEDA

Harrimanel且a　Stelleriaua（PALLAs）Cov．

Loiseleuria　procumbens（L．＞DEsv．

Phyllodoce　aleutica（SPRENG．）A．　HELL．

Phyllodoce　nippollica　MAKINo

Rhododendron　aureum　GEoRG正

Rhododendron　Fauriae　FRANcH．

Tripetaleia　bracteata　MAxIM．

Vaccillium　axillare　NAKAI

Vaccillium　Smallii　A．　GRAY
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コバノクロマメノキ

コ　ケ　モ　モ

　　　　　イワウメ科

イ　ワ　ウ　メ

イワカガミ

　　　　　ミズキ科
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

ゴゼンタチバナ

　　　　　セ　　り　科

ミヤマセソキュウ

ハクサンボゥフゥ

オオカサモチ

ミヤマウイキョウ

　　　　　アカバナ科

アシボソアカバナ

　　　　　ス　ミ　レ科

キノ曳ナノコマノツメ

タカ不スミレ

　　　　　オトギりソウ科

シナノオトギリ

　　　　　　カエデ科

　オガラバナ
　　　　　　罵シキギ科

　クロツリバナ

　　　　　　ガンコウラン科

　ガンコウラン

　　　　　　カタバミ科

　コミヤマカタバミ

　　　　　　フウロソウ科

　グンナイフウロ

※バクサソフウロ

　　　　　　マ　メ　科

※オヤマノエソドウ

　　　　　　バ　ラ　科

　チョウノスケソウ

　ミヤマダイコンソウ

　チングルマ
　ミヤマキンバイ

　ミ不ザクラ
　タテヤマキンバイ

　ウラジロナナカマド

　タカネナナカマド

　　　　　　ユキノシタ科

　　トリアシショウマ

　アラシグサ

Vaccinium　uliginosuln　L．　var．　alpinum　BIGEL．

Vacc玉niurn　Vita－ldaea　L．

　DIAPE｝NSIACEAE
Diapensia　lapponica　L．　subsp．　obovata（FR．　ScHM，）HuLT，

Shortia　soldanelloides（SIEB．　et　Zucc．）MAKINo

　CORNACEAE
CQrnus　canadensis　L、

　UMBELLIFERAE
Conioselium丘1icillulll（WoLFF）HARA

Peucedanum　multivittatum　MAxlM．

Pleurospermum　austriacum（L．）HoFFM．　stlbsp．　uralense（HoFFM．＞

SOMM．

Tihngia　Tachiroei（FR．　et　SAv，）KITAGAwA

　OENOTHERACEAE
Epilobium　Dielsii　L£v．

　VIOLACEAE
Viola　biflora　L．

Viola　crassa　MAKINo

　GUT饗IFERAE
Hypericum　kamtschati．cum　LEDEB．　var．　sellanense（MAxIM。）Y，

KIMURA

　AC醗｛ACEAE
Acer　ukurunduense　TRAuTv．　et　MEY．

　CELASTRACEAE
Euonymus　tricarpus　KoIDz，

　EMPE饗RACEAE
Empetrum　nigrum　L．　var。　japonicum　K．　KocH

　OXAHDACEAE
Oxalis　Acetosella　L，

　GERANIACEAE
Geranium　eriostelllon　FエscHER　var．　Reinii（FR．　et　SAv．）MAxIM．

Geranium　yesoense　FR．　et　SAv，　var．11ipPolliculn　NAKAエ

　1」EGUMINOSAE
Oxytropls　lapollica　MAxlM，

　ROSAC正】AE

Dryas　octopetala　L．　var．　asiatica（NAKAI＞NAKAI

Geum　calthifolium　SMITH

Geuln　pelltapetalum（L．）MAKINo

PotentiHa　Matsumuτae　TH。　WoLF

Prunus　nlPpQnica　MATsuM．

Sibbaldia　procumbells　L．

Sorbus　Matsumurana（MAKINo）KoE耳NE
Sorbus　salnbucifolia（CHAM．　et　ScHLTDL．）RoEM．

　SAXIF醜AGACEAE
Astilbe　Thunbergii（SIEB，　et　Zucc．）MIQ，　var．　congesta　Boエss．

Boykillla　lycoctQnifolia（MAxlM．＞ENGL，
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　ウメバチソウ

※コマガタケ，スグリ

　クロクモソウ

　　　　　　ベンケイソウ科

　イワベンケイ

　　　　　　アブラナ科

　ミヤマハタザオ

　ヤマ　ガラ　シ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず

　ミヤマ法上ツケハナ

　　　　　　メ　ギ　科

　サンカヨウ

　　　　　　キンポウゲ科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ

　ホソノ・トリカブト

　ヒメイチゲ
　バクサンイチゲ

　ミツノミオウレン

　ミヤマキンポウゲ

　カラマツソウ

　モミジカラマツ

　シナノキンバイ

　　　　　ナデシコ科

タカネツメクサ

イワツメクサ

　　　　　タ　デ　科

ムカゴトラノオ

オ　ン　タ　デ

イブキトラノオ

イ　タ　ド　リ

タカネスイバ

ン
リ
リ
ン

ド
　
ラ
リ

ラ
チ
ユ
ギ

　
ソ
ノ
ユ

　
・
プ
　

リ

　
↓
　
　
　
ロ

　
ク
　
．
、

　
　
ノ

　
ハ
　
ネ
ク

　　　　　カバノキ科

ミヤマハンノキ

ダケカンバ

　　　　　ヤナギ科

ミヤマヤナギ

　　　　　　　　　　　科

ショウジョウバカマ

ニッコウキ．スゲ

クルマユリ

チシマアマナ
　マイツ“ノレソゥ

ヤマトユキザサ

斗琴
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Parnassia　palustris　L．

Rlbes　japonicum　MAxlM．

Saxifraga　fusca　MAxlM，　subsp．1（ikubuki（OHwI）KITAM．

　CRASSULACEAE
Sedum　Rosea（L．）ScoP．

　CRUSIFERAE
Arabis　Iyrata　L．　subsp．　kamtschatica（FlsCH．）HuLT丘N．

Barbarea　Qrthoceras　LEDEB．

Cardamille　nipPollica　FR．　et　SAv，

　BERBERIDACEAE
Diphylleia　cymosa　MlcHAux　subsp，　Grayi（MAxlM．＞KITAM，

　RANUNCULACEAE
Aconitum　senallense　NAKAI

Anemone　debilis　FlscH。

Anemone　narcisslflora　L．

Coptis　trifolia（L，）SALIsB，

Ranunculus　acer　L．　var．　nipponicus　HARA

Thalictrum　aquilegifollum　L．

Trautvetteria　japonica　S王EB．　et　Zucc．

Trollius　Riederianus　FIscHER　et　MEYER　var．　japonicus（MIQ．）

OHWI

　CARYOPHYLLACEAE
Minuartia　hondoensis　OHwI

Stellaria　nipPonica　OHwI

　POLYGONACEAE
Polygonum　viviparum　L．

Polygonum　Weyrichii　FR，　ScHMIDT　var，　alpinum　MAxlM，

Polygonum　Bistorta　L．

Polygonum　cuspidatuIn　SIEB．　et　Zucc。

Rumex　arifolius　ALLIoM

　BETUhACEAE
AInus　Maximowiczii　CALLIER

Betula　Ermalli　CHAN，

　SAL夏CACEAE
Salix　Reirlii　FRANcH。　et　SAvAT，

　ORCH亙DACEAE
Qrchis　aristata　FlscH．

　LILIACEAE
Aletris　foliata（MAxlM．）BuREAu　et　FRANcH．

Fritillaria　camtschatcensis（L．）K：ER－GAwL．

Helolliopsis　orientalis（THuMB．）C，　TANAI〈A

Hemerocallis　Dulnortieril　MoRREN　var．　esculenta（KolDz，）K：孟TAM．

Liliuln　Inedeoloides　A，　GRAY

LIoydia　serotina（L。＞REIcHENB。

Maianthemun　dilatatum（WooD．）NELs，　et　MAcBR，

Smilacilla　hondoensis　OHwI
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タケシマラン

　　　　オオハタケシマラン

ヒメイワショウブ

エンレイソウ

バイケイソウ

コバイケイソウ

　　　　　イ　　　　科

ミ　ヤ　マ　イ

タカ不スズメノヒエ．

クモマスズメノヒエ

　　　　　カヤツリゲサ科

キ　ン　ス　ゲ

イ　ワ　ス　ゲ

タカ不ナルコ

ミヤマアシボソスゲ

ヒメカワズスゲ

コハリスゲ
　　　　　イ　ネ　科

ミヤマヌカボ
　　　た　　　　　　　　　　　　　　

タカ不コウボウ

イワノガリヤス

　ヒデノガリヤス

　ヒナノガリヤス

　オニノガリヤス

　コメススキ
　ヒロバノコメススキ

　ミヤマウシノケグサ

　ミヤマドジョウツナギ

※ミヤマコウボウ

　　ミヤマアワガエリ

　ハクサンイチゴツナギ

　スズメノカタビラ

　　　　　　　マ　ツ　科

　オオシラビソ

　ハ　イ　マ　ツ

Streptopus　streptopoides（LEDEB．）FRYE　et　RIGG．　var．　japonicus

（MAx1M．）FAssETT

Streptopus　amplexifolius（L．）DC．　var．　papillatus　OHwI

To且eldia　Okuboi　MAKI藪o

Trillium　Smallii　MAxIM．

Veratrum　grandi且orum（MAxlM．）LoEsEN．

Veratrum　stamineuln　MAxlM．

　JUNCACEAE
Juncus　beringensis　BucHEN，

Luzula　oligantha　G．　SAM，

Luzula　wahlen】〕ergii　RupR．

　CYPERACEAE
Carex　pyrenaica　WAHLENB，

Carex　stenantha　FR．　et　SAv．

Carex　siroumen曾is　KolDz．

Carex　scita　MAxIM．

Carex　brunnescens　PoIRET

Carex　hakonensis　FRANcH．　et　SAvAT．

　GRAM玉NEAE
Agrostis　borealis　HARTMAN　var。　flaccida　（HAcK．）T．　KoYAMA

Antl］oxanthum　japonicum（MAxlM．）HAcK．

Calamagrostis　canadensis（込魔cHx．＞NuTT．　var．　Langsdor伍i（LINK，）

INMAN
Calamagrostis　longiseta　HACK．

Calamagrostis　deschampsioides　TRIN．

Calamagrostis　gigas　TAKEDA

Deschampsia　flexuosa（L．）TRIN．

Deschampsia　caespitosa（L．）P．　BEAuv．

Festuca　ovina　L．　var．　alpina（WIMM．）GREMER

Giyceria　alnasteretum　KoMAR．

Hierochloe　alpina（Sw．）RoEM，　et　ScHuLT．

Phleum　alpinuln　L．

Poa　hakusanensis　HAcK．

Poa　annua　L．

　HNACEAE
Abies　Mariesii　MAsT，

Pinus　pumila（PALLAs）REGEL

※印は宝剣岳，干畳敷カール，極楽平以外の地域にみられたもの。


